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（開示事項の経過）「タイムコイン」の分配先からの買取り 

及びそれに伴う営業外費用の計上に関するお知らせ 

 

 
 

当社は、2020 年９月 11 日「（開示事項の経過）「タイムコイン」に関するホワイトペーパーの変更につ

いて」で開示した暗号資産「タイムコイン」の分配について、2020 年 11 月６日「（開示事項の経過）「タ

イムコイン」の分配実行について」で開示したように、暗号資産「タイムコイン」の関係者への分配（IEO 

実施ではありません）を実行いたしましたが、今後のタイムコインを活用した事業展開を鑑み、分配先から

の買取りを実施することとなりましたので、お知らせいたします。また、この結果、2022 年３月期連結累

計期間において、2022 年３月に約 12,610 千円を営業外費用に計上する見込みとなっております。 

 

 

1. 買取りの理由 

当初の計画では、株式会社グローバルウェイ、株式会社タイムチケット、アドバイザー、株式会社タ

イムチケットと TimeTicket GmbH の経営陣及び従業員、株式会社グローバルウェイの経営陣及び従業員

が、TimeTicket GmbH のプロジェクト（TimeCoinProtocol 及び関連するアプリケーションの開発及び運

営）を支援していく予定でした。しかし、TimeCoinProtocol 及び関連するアプリケーションの対象市場

がインドや中国等のアジアを主とした海外展開を中心に運営されることとなったため、日本市場での支

援を受ける必要性がなくなりました。そのため、TimeCoinProtocol 及び関連するアプリケーションの開

発及び運営を TimeTicket GmbH に集約し、TimeTicket GmbH にてプロジェクト推進をしていくこととな

り、分配先に付与したタイムコインの買取りを実施することとなりました。なお、アドバイザーのプロ

ジェクトへの関与は限定的であり、今後は関係性がなくなる方向性となっております。 

今後の見通しとしましては、TimeTicket GmbH に開発・運営機能を集約したうえで、TimeCoinProtocol

及び関連するアプリケーションの開発及び運営を継続していくこととなる予定です。 

買取り価格に関しましては、2022 年２月と３月の市場価格の加重平均を鑑みた価格において買取りを

予定しております。 

 

 

２. 暗号資産タイムコイン買取りの概要 

買取り暗号資産 タイムコイン（TMCN） 

買取り日 2022 年３月９日 

買取り単価 １TMCN=１円 

買取り金額 30,000,000 円 

買取り元 TimeTicket GmbH 

買取り先 

アドバイザー：5,000,000TMCN 

株式会社タイムチケット：5,640,000TMCN 

株式会社タイムチケットと TimeTicket GmbH の経営陣及び従業員：

4,360,000TMCN 

株式会社グローバルウェイ：11,750,000TMCN 

株式会社グローバルウェイの経営陣及び従業員：3,250,000TMCN 

買取り方法 

TimeTicket GmbH が分配先との直接の相対取引により買取りを実施します。 

大量のタイムコインの取引になるため、市場価格のインパクトを考慮し、市場

外での取引とします。 
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会計処理方法 

タイムコインについては、活発な取引市場が存在しない暗号資産であり、期末

時価評価を行わないため、評価額ゼロとして認識しております。今回は

TimeTicket GmbH において、買取り時にその全額を暗号資産として計上し、期

末に評価損を 30,000 千円計上する見込みです。また、株式会社グローバルウ

ェイ及び株式会社タイムチケットにおいては、TimeTicket GmbH への売却金額

の全額を営業外収益（暗号資産売却益）として 17,390 千円計上します。最終

的には、当社グループ内における内部取引の相殺となるため、グループ外との

取引に係るタイムコインについて、営業外費用（暗号資産評価損）を約 12,610

千円計上する見込みです。 

 

 

３. 当社業績に与える影響 

今回の営業外費用の計上に伴う 2022 年３月期の業績予想への影響は軽微であります。 

2021 年 11 月 10 日公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」には織り込んでおりませ

ん。今後開示すべき重要な事象が発生しましたら、速やかに報告いたします。 

 

以上 


